












































Interim Report of the Archives Project for the “Old Akagi Town Records” of Iinan Town, Shimane Prefecture
安藤正人｜Masahito Ando ［報告｜report］
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図5─作業要領（現状記録6）
図4─作業要領（現状記録1-5）
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写真11─第2次調査風景
図7─内容調査目録入力用フォーマット
写真8 -10─フィルムの保存措置
第2次調査は、飯南町来島支所の土蔵から概要調査を終
えていない段ボール箱約100箱を、ワゴン車等を使って5分
ほど離れた島根県中山間地域研究センターの大会議室に
運び込み、そこで作業をすることになった。同センターは調査
チームの宿泊場所でもあり、便利かつ快適な環境で作業を
することができたのは、まことに幸いだった。
　作業は、第1次調査の時と違い、ほぼ全員が概要調査に
取り組んだ［写真11］。したがって、班の編成も極めて単純で、
第1班から第5班まで5班に分けた。
4 -2：調査の結果
第2次調査については、まだ島根県の方で作業成果のまと
めを行っている段階なので、詳しい報告はできないが、概要
調査用紙への記入はほぼ終了し、一部の班は第2段階に
あたる内容調査、すなわち文書1点ごとの目録作成に入っ
た。内容調査では、手書き用目録カードとマイクロソフト・エク
セルによる入力用フォーマットを使用しているが、参考のため
後者を示しておく［図7］。
5─今後の課題
この中間報告では、「旧赤来町役場文書」のアーカイブズ
学的な特徴や、歴史学的な面白さに触れることはなかった。
まだ、それを具体的に指摘できる段階ではないからである。
ただ、2回の調査を通して感じた印象を述べると、筆者がこ
れまで全国各地で見てきた明治期～昭和期の町村役場
文書と比べても、かなり保存状態の良いまとまった史料群で
あるという気がする。比較的保存環境の良い土蔵の中で、
あまり人目に触れることなく守られてきたことが原因のひとつ
であろう。
　今後は、第2次調査で着手した内容調査を着 と々進め、
できればあと2年で第2段階の調査を終了したい。保存措
置についても、当面は現在の飯南町来島支所土蔵を継続
使用するという見込みで、最低限必要な措置を講じたいと考
えている。しかし、その次の第3段階になると、課題は山積して
いる。とりわけ、史料の利用体制をどう構築するかが問題だ。
現在の土蔵では、保存はできても利用は困難である。利用
を支える人の問題も大きい。が、明治～昭和期の役場文書
として極めて貴重な文化資源、地域資源だと思うので、なん
とかアーカイブズ的な施設と組織を整備して、地域の人たち
が永くこれを活用できるよう、飯南町を中心に方策を考えて
いただきたいと願っている。調査プロジェクトは、第2段階の
調査をもって一応終了することになるが、その後も、できるだけ
の協力は惜しまないつもりである。
島根県飯南町「旧赤来町役場文書」内容目録［2011/9/14］
報告｜島根県飯南町「旧赤来町役場文書」調査プロジェクトについて｜安藤正人081
